











































































































◦「The evaluation of the higher education in Japan」  Robert Cowen (ed); The 
Evaluation of Higher Education Systems,  Kogan Page (London,UK)  平成８年２月
◦「The Japanese University’s Role in In-service Education for School Teachers」ITEC 
95：Teacher Education in the Asian Region, University of Hong  Kong (香港)　平成
８年６月
◦「The Changing Role of JUAA in Japanese University Evaluation」Assessment and 
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Evaluation in Higher Education,  22(3), Carfax (UK)　平成９年９月 
◦「Government Funding Versus Private Funding in Japanese Universities」 Quality 
in Higher Education,  3(3), Carfax (UK)　平成９年１１月
◦「The Market Structure for Private Universities in Japan： How Has Japan Achieved 
Mass Higher Education in the Public Sector?」Tertiary Education and Management 
(The Journal of EAIR),  4(2), Jessica Kingsley (UK)　平成１０年６月
◦「Academic Degree Conferment in the UK and Japan Excluding Universities」 
Higher Education Policy, 12(1), Pergamon (The Netherlands)　平成１１年４月
◦「The New Role of the JUAA in Japanese University Education」 Assessment and 
Evaluation in Higher Education,  25(1), Carfax (UK)　平成１２年１月 
◦「Contemporary Development of Research Cooperation in University-industry 
Relations in Japan」 Industry and Higher Education, 14(1), IP (UK)　平成１２年２月
◦「Setting Tuition Fees in Institutions of Higher Education: supporting a public 
service, or charging what the market will pay?」 Journal of Further and Higher 
Education,  24(3), Carfax (UK)　平成１２年１２月
◦「What universities can learn from corporation about quality control of students: 
A proposal from a Japanese perspective」 Total Quality Management,  12(2), 
Routledge (UK)　平成１３年３月
◦「The Rationale Behind Public Funding of Private Universities in Japan」Higher 
Education Management and Policy (フランス語版あり), 14(1), OECD (France)　平
成１５年４月
◦「Who Should Pay for Higher Education: a Japanese Perspective」 Higher Education 
in Europe, UNESCO-CEPES,  28(4), Taylor & Francis (UK)　平成１５年１２月
　以上の論文を含めて、わたしが書いた英文論文は下記の冊子にまとめて
ある。































































平成１１年：三郷アップルマラソンin 安曇野大会、ロードレース in 軽井沢、松本す
すき川お盆駅伝、あずみ野池田ハーフマラソン大会、滝の里須坂健
康マラソン全国大会、千曲川ロードレース大会





























平成４年：大峰山（８２８）、戸隠山（１９０７）、飯綱山（１９１７）、頼朝山（８０９）、  旭 山
（７８４）
平成５年：大峰山、頼朝山、飯綱山、八方山第２ケルン、黒姫山（２０５３）
平成６年：火打山（２４６２）
平成７年：飯綱山、黒姫山、妙高山（２４４６）
平成１１年：黒姫山、四何山（２３３２）、根子岳（２２０７）
平成１２年：富士山（３７７６）、乗鞍岳（３０２１）
平成１３年：浅間山（２５６８）、御岳山（３０６７）、蓼科山（２５０３）
平成１４年：飯綱山、仙丈岳（３０３３）、八ヶ岳赤岳（２８９９）
平成１５年：飯綱山、金峰山（２５９９）
平成１６年：北岳（３１２８）、雨飾山（１９６３）
平成１７年：太郎山（１１６４）、烏帽子岳（２０６６）、湯の丸山（２０９８）
平成１８年：太郎山、甲斐駒ヶ岳（２９６６）
平成１９年：太郎山、冠着山（１２５２）
平成２０年：太郎山
平成２１年：太郎山、甲武信ケ岳（２４７５）
　３つは、一昨年から始めた野菜づくりである。今までは庭の隅に野菜をつ
くったことはあったが、一昨年から本格的に畑に野菜をつくり始めた。友
人たちからは「百姓でも始めたのかい？」とからかわれているが、わたし
はいたって真面目に野菜づくりを始めた。春に苗を買ってきて、畑に植え
て育てている。育てた野菜はカボチャ、トマト、ピーマン、人参、丘ひじ
き、大根、ネギ、ジャガイモ、そして秋蒔くタマネギ，ほうれん草といっ
た野菜である。
　野菜づくりを始めてみると、これが結構楽しくて、用もないのに畑まで
野菜の育ち具合を見に出かけたりしてしまう。どうやら、わたしには農耕
民族のDNAが繰り込まれているとみえて、野菜づくりをしていると、気持
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ちが和むのである。いや、はっきり言えば、癒されるような気分になるの
である。これから当分、わたしは野菜づくりから離れることはできそうに
ない。「歳をとったら野菜づくり」というのは、わたしと同じように農耕民
族のDNAお持ちの方にはお勧めである。昨年うまくいったのは、ジャガイ
モ，ネギ、カボチャであった。わが家で食べるに十分な収穫があったし、
それぞれが味もよく、大満足している。
　４つは、旅行に出かけることである。わたしは、知らない街をリュック
を背負って１人で歩くことになぜか精神的な興奮を覚える。その手助けを
してくれたのが、国際学会であった。外国で自分の専門に関係する国際学
会があると、いそいそと出かけて行く。発表をすることもあれば、しない
こともある。
　学会では研究発表をしてもしなくてもいいのであるが、根が真面目であ
るためか（だれも信じてくれない！）、参加した国際学会ではほとんど発
表してきた。でも、わたしの目的は知らない街をただ１人で歩くことにあ
る。だから、１人で歩いているときは、もう気力は充実するし高揚するし、
身体は１０歳ぐらい若返ったような気分になる。５０歳代にはそんな知らない
街へジョギングをできる準備をして行って、知らない街をジョギングの格
好をして走っていた。そんなときは、もう気分は最高であった。そんな訳
で、知らない街を歩くために外国へ出かけた回数は、国際学会へ参加した
のを含めてすでに５３回になる。
　国際学会での研究発表は副産物をもたらした。それはいくつかの国に親
しい友人ができたことである。アメリカ、ニュージーランド、中国、台湾、
オーストリア、ドイツ、イギリス。これらの国には親しくさせてもらってい
る友人がいる。もうひとつの副産物は、美術・音楽の観賞の楽しみを享受
できたことであった。わたしは都市を訪問すると、必ずそこの美術館を訪
ねよく絵画を観てまわった。また夜にはミュージカル、バレー、クラシッ
ク、ジャズ、オペラ（１回だけ）を楽しんだ。しかし、海外旅行はいいこ
とばかりではなかった。イヤなこと，危険なこともあった。詐欺師にあっ
17
人生のＡ面とＢ面
たり、地下鉄で暴力窃盗団に囲まれたりしたこともあったが，まあ、なん
とか実害もなくくぐり抜けることができたのは、不幸中の幸いであった。
（海外渡航）
昭和４４年：イギリス・フランス・ドイツ・スイス
昭和５４年：イギリス・アイルランド
昭和５８年：イギリス・アイルランド
平成３年：中国
平成５年：アメリカ、イギリス
平成６年：香港
平成７年：オーストラリア、台湾、香港
平成８年：中国、マレーシア
平成９年：メキシコ、アメリカ、イギリス
平成１０年：アメリカ、中国、南アフリカ、スペイン
平成１１年：オマーン・タイ、カナダ、イギリス、スウエーデン、イギリス
平成１２年：アメリカ、スペイン、オーストラリア、イタリア、韓国、イギリス・
ポーランド
平成１３年：ベルギー・ポルトガル、イギリス・ドイツ
平成１４年：アメリカ、トルコ、ハンガリー・オーストリア、チェコ・オーストリア、
インド
平成１５年：フランス、ドイツ、ベトナム・カンボジア、タイ
平成１６年：デンマーク・イタリア、台湾
平成１７年：アメリカ、オランダ・スペイン、フィンランド・エストニア、
平成１８年：アメリカ、スウエーデン、タイ・ミャンマー、
平成１９年：モロッコ、イタリア・スロベニア、
平成２０年：アメリカ、ハンガリー、
　５つは、こんなことを言うと笑われてしまうが、じつは随筆を書くこと
である。一身に二生（福沢諭吉）と言えば格好はいいのであるが、それほ
どのことでもない。わたしは６３歳まで真面目にアカデミックな論文を書い
馬　場　将　光
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てきたが、その時なぜか突然気力・体力が切れてしまって、アカデミック
なことを継続するスタミナがなくなってしまった。そこで急に思いついて
始めたのが、この随筆の執筆である。
　最近は「自分史」という自分の生涯史を書くのが流行っている。自分の
人生の中で思い出に残っていること、その時は言えなかったが今なら言え
ること、改めて自分の人生を反芻してみることなど、いろいろな理由から
自分の人生の記録を言葉にして残しておきたいという願望が、そのような
自分史の執筆へと導いているようである。
　わたしのこのエッセイは、そこまで明快な人生の思い出、記録さらには
その時わたしはこう動いたことへの分析がある訳ではない。単にその日そ
の時、わたしがこう考えていた、こう感じていた、あるいは妄想していた
ことを記しただけである。独断と偏見に満ちた内容を躊躇いもなく記した
だけである。
　その特徴をあえて言えば、わたしはあまり生真面目に物事を捉えるより、
結構笑いやユーモアを楽しむことが好きであるから、そのために物事を正
面から見るよりも多少斜に構えて見るのが好きで、そのことを自分では積
極的に楽しんでいたことであった。だから、パソコンに向かっていたとき
は、気分は最高に高揚し、ニヤニヤしながら、頭に浮いたことを素直に書
いていただけであった。
　そのときから毎年２４０ 〜 ２６０頁ぐらいのものをまとめて１００冊ぐらい仮製
本して、親しくさせていただいている人に届けさせてもらってきた。親しく
させていただいている人であるから、みな顔なじみの諸氏である。その結
果、昨年で８冊目を作ることになった。総頁で約２０００頁になった。われな
がら、こんな馬鹿げたことを、よくもまあ、ここまで続けてきたものだと
あきれてしまうが、そんな姿がわたしのもうひとつの姿である。このエッ
セイは、海外見聞記、社会を斬る、老化放談、私生活の周辺、わたしの趣
味、大学キャンパスの６項目に分けて編集している。このなかで読者から
ご意見をいただくのは、もっぱら老化放談である。人はみな同じ老化の途
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を辿るらしく、「納得がいく」「そうだ、そうだ」という声をよく頂戴する。
　随筆の著者、阿見　貞治というのは、わたしのペンネームである。イギ
リスのシェフィールド大学で１年間お世話になったとき、わたしを教員と
して受け入れてくださったのが、同大学のアーミテイジ教授であった。そ
のために、どこへ出かけてもIDカードを見せると、シェフィールド大学
の教員として通ったのである。その親切なご配慮が忘れられなくて、彼の
名前を拝借しペンネームとして使わせていただいた。
　このエッセイは、自分から言うのも変であるが、意外に愛読者の受けが
いい。１回送らせていただくと、必ず「次号も送れ！」という要請がくる。
その理由は，多分、あまりに馬鹿げていたり、ふざけていたりして、気楽
に楽しく読めるからではないだろうか、と想像している。
（随筆執筆）
阿見　貞治「ひとくちエッセイ１　西欧風寄り道」　平成１５年９月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ２　西欧風廻り道」　平成１６年３月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ３　西欧風帰り道」　平成１７年３月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ４　西欧風登り道」　平成１８年４月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ５　西欧風戻り道」　平成１９年１月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ６　西欧風辿り道」　平成１９年１１月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ７　西欧風散歩道」　平成２１年１月
阿見　貞治「ひとくちエッセイ８　西欧風並木道」　平成２１年１１月
　こんなところが、わたしの人生のＢ面というところであろうか。
おわりに
　７０歳になり大学を去るにあたって、自分の過去を振り返ってみると、平
凡なひとりの大学教師がなし得ることなどたかが知れていて、それはじつ
に些細なものであったことに気づく。これと言って、記録に残るようなこ
とは何もないし、人様のお役にたったようなことも何もない。したことと
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言えば、その時、その時の精一杯の努力と単なる自己満足の蓄積に過ぎな
かったような気がする。なにも残すものはなく、人生が終わってしまった
ようだ。
　でも、ただひとつだけわたしの頭に残っている記憶がある。それは、東
京教育大学、熊本大学、信州大学、白鷗大学に勤務する間，幸運にもいい
学友、友人、知人に恵まれて人生を送ることができたということである。
もし、彼らがいなかったら、わたしの人生の半分はなかったかも知れない
と思えるほど、彼らの力は大きかった。彼らがわたしの人生の半分を作っ
てくれたような気がする。多謝、多謝，多謝である。ここに彼らに心から
感謝の意を表したいと思う。
　さて、この４月から今まで経験したことのない新しい生活を始めること
になる。時間と仕事による拘束のない自由な生活である。この自由な生活
というのは、果たしてわたしに幸せと喜びをもたらしてくれるのであろう
か。わたしはそれに期待していいのであろうか。結論はまだ出ていないが、
残念ながら、正直に言えば、それにはわたしは極めて懐疑的でいる、と言
わざるを得ない。なぜなら、人は、自由より仕事や時間に拘束されていた
方がずっと楽である、と考えるからである。
　最後に、白鷗大学の教職員の皆様にはこの６年間大変お世話になった。
そのことに心から謝意を申し上げて、静かに白鷗大学を去りたいと思う。
「本当にありがとうございました。」
　（平成２２年１月３日記す。）
